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リトリートセンター 夏季準備ワークお礼

謹啓 平素より、京都ＹＭＣＡの諸活動にご理解とご支援を賜り、感謝申しあげます。

7 月 5 日リトリートセンター夏季準備ワークが実施されました。当初京都部の 13 クラブ 155

名超（これまでの最多）のご協力を予定いただきましたが、あいにくの天候で、屋内作業限定に

変更させていただき（屋外作業ご担当クラブは中止）8 クラブ 80 名超の皆様にご参集、ご協力

いただきました。感謝申しあげます。中止クラブの皆様にはやむを得ぬ決定とはいえ、ご予定を

直前に変更し、お詫び申しあげます。

ワーク当日午前中雨はやみ昼前から再び降り始める状況の下、各処に現れるヒルに悩まされな

がらの半日になりました。「ハイドレーション・ブレイク」という新語も出るなか暑気対策、安全

にもご配慮をいただきつつ、ロッジ・研修棟・宿泊棟・キャビン内・野外炊事場周辺の主に屋根

のある場所中心の整備に、短期集中的にご奉仕をいただきました。

各クラブの作業が早めに終わりそうとの予測のもとで、給食ご担当クラブには超特急でカレー

ライスをご用意いただき、11 時頃には第一陣が昼食を始めることが出来、また特別サービスで

「かき氷」を 10 時以降「ハイドレーション～」の一環でご提供いただきました。

お蔭様をもちまして、屋根下整備限定ではございますが、リトセンは夏季利用者の受入準備を

ほぼ整えることができました。心よりあつくお礼申しあげます。

なお未完了の屋外作業については、急きょご協力者を募り実施することといたしました。貴ク

ラブでご協力可能な方にご援助いただけましたら幸甚です。

自然に溢れた環境のもと、YMCA ブランドスローガンである「みつかる。つながる。よくなっ

ていく。」体験をされるご利用の皆様へ、京都ＹＭＣＡ会員活動の底に流れ続けるボランティア・

スピリットこそが、当センター発祥から今日まで、継続の力を供給する炎でありその燃料である

ことを伝えてまいります。

リトリートセンター秋季準備ワークは、8 月 30 日（日）に計画しております。また、今秋に

は「リトセン」開設 60 周年式典も控えており、今後もますます皆様の「リトセン」をお支えい

ただきますよう、よろしくお願い申しあげます。
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